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学位論文内容の要旨
本研究では.憾iJt.絞卿･1,.線.損傷によも神捲爆雷性蜂痛とホルマ リン投与による炎症性捲
痛の2租のモデルマウスを対象に.低線且のラ ドン (10(札 20()0日q/mJ)攻入による疹痛
惟疾怨の~r･防と綿和U)効果に-ついて一行勤評脚 .捲耕(榔生物餌 .抗酸化機能の分析および
病理学的観鰍 こよV)検討 した7その諾乳 2OO(-)[!q/Tl:'のラドンの帯前 ･芋複PR^により神
速障害性疫病が 1凋同権,f脚 長され,事甜出入により炎症地厚拓が緩和されることが行動





なお.本論文第 1,捕 .第2縞は共栄･=fTの脇j;を笥て完成 したものであるC
論文審査の結果の要旨
論文審査要旨二木独文は慢性紋舶神経損傷による榊凝rlP劉 生睦肺 とホルマ リン投与に
よる炎症性蜂婿の2穂の羊ヂ ノレマウスを対象に､低線魚のラドン吸入による握病性疾風
の予防と緩Tqの幼恩について､行勤評1'ull､燦痛関連吻'E ･抗酸化機能の分析および病
理学的観嶺により検討した研究論文で､ラドンの邸約または事後吸入が神経博審性嫁
摘および炎症性拓鞘F'1-を軽淑することを明らかにしたものである0本研究はこの領収に
おいて貫敵が大きく本字保健学研先科'J)将上竿位輸文として相応しい内容と静めるQ
